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　今回は，昨年話題となった“遷
宮”と“都市地下インフラの再構築”
と関連させ，日本流のあるべき対応
を考えたい。日本国全体をお護りい
ただく大神様への対応と，下水道を
始めとした地下インフラへの対応を
同一レベルで論じることなど，誠に
大胆かつ不敬であることは否めない
が，職業柄ということでお許しいた
だきたい。
　白状すれば，私自身，“遷宮”と
いう言葉は耳にしたことがあるもの
の，その内容とか，その意義，目的
などについては全く無関心，たまた
ま昨年末，NHKの番組にチャンネ
ルを合わせたことから，少しばかり
の知識を得た次第だ。昨年は，これ
もたまたまであろうが，日本を代表
する伊勢神宮と出雲大社で遷宮が行
われた。両者とも大祭事であるが，
興味が湧くのは，そのやり方が根本
的に異なることだ。この二つの対応
方針，考え方が，今後，地下インフ
ラの再構築の方針に相通ずるものが
あるのではと，ふと心に湧いた。
　「遷宮」とは，神社の本殿の造営
または修理の際に，御神体を従前と
は異なる本殿に移すこと，すなわ
ち神様のお引越しだ。神様の引越し
であればこそ，それに多くの祭礼が

伴う。伊勢神宮の場合，「式年遷宮」
と言われ，定められた年に定期的に
実施される。伊勢神宮の場合，これ
が20年となっている。とは言うも
のの，この一連の準備には，御料木
の伐り出しからほぼ10年を要する
という。一方，出雲大社の場合には，
ご本殿は1744年に造営されて以来，
今回が4回目の遷宮となり，ほぼ60
〜70年ごとに行われるらしい。ま
た，その方法も異なる。伊勢神宮の
場合には，隣接する区画に，正殿と
関連するお社（御垣内）は当然とし
て，殿内の御装束や神宝全てを従前
どおりに新調し，ご御神体をお遷し
する。一方，出雲大社の場合は，基
本的には社殿の修造（改築・修繕）
だ。今回，修造期間はほぼ5年で，
その間，御神体は御仮殿に遷って頂
く。修造であるから，従前の風情，
風格を保持するため，使用できる部
材は全て再活用するらしい。日本人
の心として，“全て新調された場に
身を置き，清浄な気分となりたい”
という「伊勢流」もあり，“伝統的
な情緒を残しつつ，その機能を保持
したい”という「出雲流」もある。
　さて，都市の地下インフラの再構
築ではどうか。老朽化した地下パイ
プラインをどう再構築するか。「伊

勢流」は，電力や通信，あるいは一
部の上水やガスなど，サービス供給
型のインフラであれば，ある幹線機
能をそっくり別ルートで新設し，ラ
インを切り替えることも可能だ。一
方，下水道などサービス受領型のイ
ンフラでは，排水者（利用者）が定
位置に固定されているため，既設の
敷設位置で改築，更新せざるを得な
い「出雲流」だ。この場合，改築期
間中，快適，確実な都市機能を保全
するため，仮排水（御仮殿）の設置
は必須だ。また，再構築の経年的サ
イクルだが，決められた期間サイク
ルで計画的に実施する「伊勢流」は
理想ではあるが，その状況に応じ，
その改修内容も含め実施する「出雲
流」が現実的だ。
　そもそも，「遷宮」を行う意義，
目的は，神様に清浄なお社にお住い
頂き，そのお神力をリフレッシュし
て頂くとともに，それに関連する伝
統技術を伝承させることにあるとい
う。片や，都市地下インフラの再構
築も，都市の活力をリフレッシュさ
せることだが，ここでは，技術の伝
承のみならず，技術の進展，革新に
努めたいものだ。
　	 〈編集委員長　石川和秀〉
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